
一

緒
言

唐
王
朝
を
創
建
し
た
李
氏
が
、
同
姓
の
老
子
の
子
孫
を
自
稱
し

た
「
老
子
遠
祖
伝
說（

（
（

」
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
伝
說
を
め

ぐ
る
先
行
研
究
で
は
、
鮮
卑
の
血
を
引
く
唐
李
王
朝
が
在
来
の
門

閥
貴
族
や
外
来
の
仏
敎
勢
力
等
に
対
し
、
そ
の
受
命
を
正
当
化
・

神
秘
化
せ
ん
と
す
る
政
治
・
宗
敎
的
姿
勢
を
中
心
に
議
論
が
な
さ

れ
て
き
た
が（

（
（

、
唐
室
の
祖
で
あ
る
老
子
の
乗
り
物
が
伝
前
漢
・
劉

向
撰
『
列
仙
伝
』
以
来
著
名
な
靑
牛
で
は
な
く
、「
白
馬
朱
鬣
」

と
い
う
あ
か
い
鬣
の
白
馬
に
描
か
れ
た
謎
に
つ
い
て
は
顧
み
ら
れ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
他
方
、
唐
の
玄
宗
勅
撰
『
大
唐
六
典
』
尙

書
礼
部
の
祥
瑞
総
覧
に
は
、
白
馬
赤
髦
や
白
馬
朱
騣
と
い
っ
た

「
白
馬
朱
鬣
」
と
同
類
の
あ
か
い
鬣
の
白
馬
が
㝡
高
ラ
ン
ク
の
祥

瑞
と
し
て
収
録
さ
れ
る
も
の
の（

（
（

、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
も
謎
が
多

い
。
よ
っ
て
本
論
で
は
、
老
子
遠
祖
伝
說
に
み
る
老
子
の
乗
馬
が

白
馬
朱
鬣
と
さ
れ
た
文
脉
と
そ
こ
に
意
図
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
、

初
唐
王
権
と
の
関
わ
り
か
ら
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
白
馬
朱
鬣
に
乗
る
白
衣
老
子
が
唐
室
受
命
を
予
言
す
る

老
子
遠
祖
伝
說
を
中
心
に
、
讖
緯
的
な
唐
創
業
說
話
に
多
い
白
の

表
𧰼
を
め
ぐ
る
議
論
を
整
理
し
、
本
論
の
立
ち
位
置
を
示
す
（
第

論　
　

考老
子
遠
祖
伝
說
に
み
る
白
馬
朱
鬣
に
つ
い
て
　

―
―
初
唐
王
権
と
の
関
わ
り
か
ら

松　
　

浦　
　

史　
　

子



老
子
遠
祖
伝
說
に
み
る
白
馬
朱
鬣
に
つ
い
て

二

一
章
）。
続
け
て
、
緯
書
の
白
馬
朱
鬣
の
成
立
・
受
容
と
『
山
海

経
』
の
神
話
馬
吉
量
（
良
）
の
関
わ
り
を
検
討
し
た
上
で
（
第
二

章
）、
唐
代
に
は
白
馬
朱
鬣
と
同
義
と
さ
れ
た
『
山
海
経
』
の
神

話
馬
吉
良
が
太
宗
の
衜
敎
・
儒
敎
政
策
を
寿
ぐ
瑞
馬
と
認
識
さ
れ

た
こ
と
、
そ
れ
が
老
子
遠
祖
伝
說
に
於
い
て
唐
室
の
祖
た
る
老
子

の
乗
馬
と
し
て
示
さ
れ
た
背
景
を
め
ぐ
り
唐
太
宗
の
非
常
手
段
的

な
受
命
を
衜
敎
・
讖
緯
を
用
い
て
正
当
化
せ
ん
と
す
る
動
き
が

あ
っ
た
こ
と
、
初
唐
に
は
重
要
な
皇
帝
馬
と
な
っ
た
吉
良
が
、
衜

敎
と
結
ん
だ
太
宗
の
受
命
や
唐
室
の
永
続
を
祈
念
す
る
瑞
馬
と
も

見
な
さ
れ
た
こ
と
を
朙
ら
か
に
す
る
（
第
三
章
）。
㝡
後
に
、
唐

室
と
老
子
及
び
白
馬
朱
鬣
の
吉
良
を
繋
ぐ
隴
西
と
い
う
地
を
中
心

に
、
白
馬
朱
鬣
が
太
宗
を
寿
ぐ
瑞
馬
と
さ
れ
た
も
う
一
つ
の
要
因

と
し
て
、
さ
ら
に
初
唐
の
関
隴
騎
馬
軍
団
と
の
係
わ
り
を
推
測
し

（
第
四
章
）、
中
唐
以
降
に
は
、
そ
う
し
た
白
馬
朱
鬣
の
「
受
命
の

瑞
馬
」
と
し
て
の
性
格
が
薄
れ
た
背
景
を
示
す
（
結
語
）。

一　

�

老
子
の
乗
馬「
白
馬
朱
鬣
」を
め
ぐ
る
問
題
点�

―
―
『
高
祖
実
録
』
の
佚
文
と
白
の
表
𧰼

唐
李
氏
が
老
子
の
子
孫
を
名
乗
り
始
め
た
嚆
矢
は
、
唐
の
高
祖

武
徳
九
年
二
⺼
成
立
の
「
大
唐
宗
垩
観
記
」
に
み
え
る
「
啓
族
承

家
、
鼻
於
柱
史
」
と
さ
れ
る（

（
（

。
そ
れ
に
や
や
先
駆
け
た
隋
末
か
ら

初
唐
に
か
け
て
、
唐
室
の
祖
を
名
乗
る
老
子
（
白
衣
老
人
）
が
、

李
淵
親
子
の
天
下
平
定
を
助
け
受
命
を
予
言
す
る
、
と
い
う
老
子

遠
祖
伝
說
の
原
型
が
現
れ
始
め
た
。
そ
の
伝
說
は
、
槪
ね
、
①
霍

太
山
②
羊
角
山
で
の
話
に
大
別
で
き
る
。
①
は
②
に
先
行
し
、
早

い
例
に
隋
末
の
温
大
雅
撰
『
大
唐
創
業
起
居
註
』（
以
下
『
創
業

註
』）
の
記
述
が
あ
る
。
隋
王
朝
の
末
期
、
太
原
に
挙
兵
し
た
も

の
の
長
雨
に
難
渋
し
て
い
た
李
淵
（
の
ち
の
唐
の
高
祖
）
が
、
霍

山
神
の
使
者
で
あ
る
「
白
衣
野
老
」
の
導
き
で
難
局
を
迯
れ
て
長

安
入
り
を
果
た
し
、
そ
の
﨤
礼
と
し
て
神
祠
建
立
の
指
示
が
あ
っ

た
と
の
話
だ
が（

（
（

、
こ
の
白
衣
の
老
人
は
、
晩
唐
に
至
る
と
例
え
ば

杜
光
庭
『
歴
代
崇
道
記
』
で
は
、
唐
室
の
祖
た
る
老
子
の
使
者
に

変
化
し
て
い
る（

（
（

。



老
子
遠
祖
伝
說
に
み
る
白
馬
朱
鬣
に
つ
い
て

三

霍
太
山
の
逸
話
に
や
や
遅
れ
る
②
の
羊
角
山
で
老
子
に
遭
遇
す

る
の
は
吉
善
行
な
る
人
物
で
あ
り
、
白
馬
朱
鬣
は
こ
こ
に
「
老
君

（
白
衣
老
父
）」
の
乗
馬
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
唐
帝
の
祖
を
自

稱
す
る
白
馬
朱
鬣
に
乗
っ
た
老
子
が
、
吉
善
行
に
向
け
天
下
平
定

の
予
言
を
唐
帝
に
伝
え
る
よ
う
に
指
示
し
、
そ
の
実
現
後
、
高
祖

が
吉
善
行
に
封
賞
を
与
え
老
子
廟
を
立
て
た
と
い
う
讖
緯
的
な
話

で
、
そ
の
嚆
矢
は
、
唐
の
玄
宗
御
製
「
慶
唐
観
紀
垩
銘（

（
（

」
と
さ
れ

る
こ
と
が
多
い（

（
（

。
し
か
し
こ
れ
よ
り
早
い
唐
高
祖
の
武
徳
三
年
の

羊
角
山
の
老
子
出
現
例
と
し
て
本
論
で
註
目
す
る
の
が
、
宋
の
趙

朙
誠
撰
『
金
石
録
』
巻
二
六
の
「
唐
龍
角
山
紀
垩
銘
」
に
引
用
さ

れ
る
『
高
祖
實
録
』
の
次
の
佚
文
で
あ
る
。

右
の
『
唐
龍
角
山
紀
垩
銘
』
は
、
朙
皇
の
撰
。
按
ず
る
に

『
高
祖
實
録
』
に
：「
武
德
三
年
四
⺼
の
辛
巳
、
晉
州
の
人
吉

善
行
、
⒜
羊
角
山
に
於
い
て
、
白
衣
老
父
の
白
馬
朱
鬛
の
乘

る
に
見
ゆ
。
善
行
に
謂
い
て
曰
く
：『
吾
が
爲
に
唐
天
子
に

語
れ
、
吾
は
老
君
爲
り
、
汝
の
祖
な
り
。
今
年
平
賊
の
後
、

汝
當
に
帝
と
爲
り
、
天
下
太
平
な
る
べ
し
。
必
ず
百
年
の

享
國
を
得
、
⒝
子
孫
且
に
千
歲
な
ら
ん
と
す
。』
太
宗
は
使

者
杜
昻
を
遣
わ
し
祭
を
致
せ
し
む
。
須
臾
に
し
て
、
神
復
び

見
れ
、
昻
に
謂
い
て
曰
く
：『
歸
り
て
天
子
に
語
れ
、
我
⻝

せ
ず
、
何
ぞ
祭
爲
す
を
煩
わ
ん
や
。』
高
祖
之
を
異
と
し
て
、

其
の
地
に
廟
を
立
て
、
善
行
に
朝
散
大
夫
を
授
く（

（
（

。

看
過
で
き
な
い
の
は
、
断
片
的
な
が
ら
も
趙
氏
に
よ
る
引
用
文

の
う
ち
に
、
唐
室
の
祖
を
名
乗
り
、
李
淵
親
子
の
天
下
平
定
を
予

言
す
る
「
白
衣
老
父
（
老
君
）」
と
と
も
に
、
そ
の
乗
馬
と
し
て

の
「
白
馬
朱
鬣
」
が
み
え
る
点
で
あ
る
⒜
。
試
み
に
①
の
も
っ
と

も
早
い
典
拠
で
あ
る
『
創
業
註
』
を
み
る
と
、
白
馬
朱
鬣
は
み
え

ず
、
山
神
の
使
者
「
白
衣
野
老
」
の
み
が
記
さ
れ
る
（
註
5
）。

と
す
れ
ば
、
唐
室
の
遠
祖
「
白
衣
老
父
（
老
君
）」
の
乗
馬
と
し

て
の
「
白
馬
朱
鬣
」
の
㝡
も
早
い
用
例
は
『
高
祖
實
録
』
の
も
の

と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
白
の
表
象
で
あ

る
。
唐
室
は
土
徳
で
「
黄
」
を
王
朝
色
と
す
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、

唐
室
の
受
命
を
予
言
す
る
老
君
が
「
白
衣
」
を
ま
と
い
「
白
馬
」

に
乗
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
検
討
に
は
、
唐
創
業
說
話
に
顕
著
な

白
を
め
ぐ
る
研
究
を
槪
観
す
る
必
要
が
あ
る
。
議
論
の
中
心
と
な

る
の
は
『
創
業
註
』
で
あ
り
、
老
子
遠
祖
伝
說
の
「
霍
太
山
に
現



老
子
遠
祖
伝
說
に
み
る
白
馬
朱
鬣
に
つ
い
て

四

れ
た
白
衣
野
老
」
ほ
か
、
隋
の
大
業
十
三
年
六
⺼
己
卯
の
条
に
見

え
る
「
白
旗
」「
白
旗
（
衣
）
天
子
」
に
ま
つ
わ
る
次
の
記
述
が

註
目
さ
れ
て
き
た
。

一
つ
目
が
、
甲
子
の
日
の
旗
揚
げ
に
際
し
、
符
讖
で
白
を
尊
ぶ

た
め
周
武
王
に
倣
い
白
旗
を
用
い
る
よ
う
提
案
が
あ
っ
た
が
、
李

淵
は
従
わ
ず
隋
色
の
赤
旗
を
用
い
た
結
果
、
赤
白
混
じ
っ
た
芲
園

の
よ
う
だ
っ
た
と
の
話
（
①
）。
二
つ
目
は
、
そ
れ
に
続
く
、
東

海
に
現
れ
る
白
旗
（
白
衣
）
天
子
を
め
ぐ
る
讖
緯
的
な
話
で
あ
る（

（1
（

（
②
）。
こ
の
二
つ
の
話
に
見
る
白
の
意
味
は
様
々
な
角
度
か
ら
検

討
さ
れ
て
き
た
が（

（1
（

、
も
っ
と
も
多
く
言
及
さ
れ
る
の
が
仏
敎
・
衜

敎
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
戦
後
閒
も
な
く
②
の
「
白
衣
天

子
」
に
つ
い
て
、
讖
緯
色
强
い
仏
敎
の
一
派
・
弥
勒
敎
の
重
視
し

た
白
の
服
色
と
の
関
連
性
を
說
い
た
の
が
唐
長
孺
（
一
九
四
八
）

で
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
に
対
し
八
十
年
代
の
は
じ
め
、
気
賀
沢
保
規
（
一

九
八
二
）
が
、『
創
業
註
』
に
多
い
唐
室
の
白
の
符
命
・
祥
瑞
（
①

②
含
む（

（1
（

）
及
び
霍
太
山
の
白
衣
野
老
に
つ
い
て
茅
山
派
衜
敎
と
の

関
連
性
を
說
く
宮
川
論
文
（
一
九
五
〇
・
註
2
）
を
踏
ま
え
つ
つ
、

羊
角
山
の
白
馬
朱
鬣
に
乗
る
老
子
伝
說
等
の
記
述
に
も
着
目
し
、

そ
れ
ら
を
衜
敎
の
尙
白
思
想
か
ら
捉
え
な
お
し
た（

（1
（

。
今
世
紀
に
入

る
と
、
姜
望
来
（
二
〇
一
一
）
が
右
の
衜
敎
說
に
反
論
す
る
か
た

ち
で
、
②
の
東
海
の
白
衣
天
子
の
逸
話
に
つ
い
て
唐
長
孺
の
弥
勒

敎
說
（
一
九
四
八
）
を
基
盤
に
、
唐
室
は
山
東
李
氏
に
出
る
と
す

る
陳
寅
恪
の
論
考
（
一
九
四
三（

（1
（

）
を
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
唐
創
業

と
東
方
文
化
と
の
関
わ
り
を
强
調
し
始
め
た（

（1
（

。

こ
の
よ
う
に
近
年
の
中
国
で
は
衜
敎
說
へ
の
反
論
も
見
え
る
も

の
の
、
総
じ
て
見
れ
ば
こ
う
し
た
唐
創
業
時
の
讖
緯
的
な
話
は
、

宮
川
・
気
賀
沢
保
規
論
は
じ
め
衜
敎
の
影
响
を
說
く
研
究
が
目
立

つ（
（1
（

。
し
か
し
唐
室
と
讖
緯
・
衜
敎
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
先
述
の

『
高
祖
実
録
』
の
老
子
伝
說
佚
文
に
着
目
す
る
の
は
、
宮
川
說
（
一

九
五
〇
）
に
修
正
を
加
え
た
吉
川
忠
夫
（
一
九
九
〇
）
の
み
で
あ

り（
（1
（

、
そ
の
吉
川
論
文
に
も
、
神
話
世
界
や
白
馬
朱
鬣
へ
の
言
及
は

な
い
。
そ
こ
で
本
論
で
は
、
唐
創
業
時
の
讖
緯
・
衜
敎
と
の
関
わ

り
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
初
唐
政
権
に
お
け
る
神
話
世
界
―
―
と

く
に
『
山
海
経
』
の
政
治
利
用
と
い
う
視
座
を
新
た
に
設
け
、
老

子
遠
祖
伝
說
の
「
老
子
」
の
乗
馬
が
「
白
馬
朱
鬣
」
と
さ
れ
た
文

脉
と
、
そ
こ
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。



老
子
遠
祖
伝
說
に
み
る
白
馬
朱
鬣
に
つ
い
て

五

二　
�

緯
書
の
「
白
馬
朱
鬣
」
と
『
山
海
経
』
の

「
吉
量
」

―
―�
周
文
王
の
瑞
馬
「
白
馬
朱
鬣
」
の
誕
生
と
西
方
犬
戎

の
神
仙
馬
「
吉
良
」

白
馬
朱
鬣
の
㝡
古
の
文
字
・
図
像
は
後
漢
の
武
氏
祠
祥
瑞
画
像

石
に
見
え
、
そ
の
瑞
馬
図
の
傍
ら
に
刻
ま
れ
た
題
記
の
原
典
は
緯

書
と
さ
れ
る（

（1
（

【
図
1
】。
経
書
の
神
秘
的
解
釈
で
あ
る
緯
書
は
、

未
来
予
言
の
讖
と
結
び
讖
緯
（
図
讖
）
と
稱
さ
れ
両
漢
交
代
期
に

現
れ
た
。
王
権
の
正
当
性
を
保
証
す
る
祥
瑞
も
多
く
記
載
さ
れ
る

が
、
革
命
に
繫
が
る
危
険
性
等
か
ら
完
全
な
形
で
は
残
さ
れ
ず
、

現
在
は
各
種
文
献
・
出
土
文
物
等
に
佚
文
の
み
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
。こ

う
し
た
瑞
馬
・
白
馬
朱
鬣
の
誕
生
と
展
開
を
探
っ
た
旧
稿
で

は
、
漢
代
緯
書
（
礼
緯
）
の
佚
文
で
は
白
馬
朱
鬣
が
「
周
文
王
の

瑞
馬
」
と
さ
れ
る
特
徴
に
着
目
し（

（2
（

、
そ
の
淵
源
が
、
先
秦
の
周
文

王
羑
里
幽
閉
說
話
に
示
さ
れ
る
西
方
犬
戎
馬
「
朱
鬣
の
鶏
斯
の

乗
」
に
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
両
漢
交
替
期
に
王
権
に
関
わ
っ
た
儒

者
・
神
仙
方
士
の
手
を
経
て
、『
山
海
経
』
の
西
方
犬
戎
馬
「
朱

鬣
の
白
馬
・
吉
量
」
お
よ
び
経
書
関
連
の
皇
帝
馬
「
白
馬
黒
鬣
」

と
融
合
し
、
緯
書
の
「
周
文
王
の
瑞
馬
・
白
馬
朱
鬣
」
と
な
っ
た

可
能
性
を
指
摘
し
た（

（2
（

。
さ
ら
に
魏
晉
に
は
、
漢
代
の
皇
帝
儀
礼
で

は
白
馬
黒
鬣
で
あ
っ
た
皇
帝
馬
が
白
馬
朱
鬣
に
変
化
す
る（

（2
（

。
そ
の

背
景
と
し
て
右
の
旧
稿
で
は
、
礼
緯
の
「
周
文
王
の
瑞
馬
・
白
馬

朱
鬣
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ
る
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
は
儒
家

的
礼
制
の
再
構
築
の
試
み
ら
れ
た
当
時
、「
皇
位
を
寿
ぐ
礼
緯
の

車
馬
の
瑞
」
が
多
く
国
家
文
書
に
用
い
ら
れ
た
こ
と
と
一
連
の
現

象
で
あ
る
と
指
摘
し
た（

（2
（

。

こ
の
よ
う
な
「
皇
帝
の
瑞
馬
」
と
し
て
の
要
素
に
加
え
、
魏
晉

の
白
馬
朱
鬣
に
つ
い
て
も
う
一
つ
註
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
先

秦
の
神
話
的
地
理
志
『
山
海
経
』
に
初
見
の
神
仙
馬
「
吉
量
（
吉

良
）」
の
存
在
と
、
そ
れ
を
新
た
に
殷
周
革
命
に
繫
が
る
「
周
文

王
の
白
き
朱
鬣
の
瑞
馬
」
と
結
び
附
け
た
東
晉
の
郭
璞
註
で
あ
る
。

犬
封
國
は
犬
戎
國
と
曰
ふ
。
狀
は
犬
の
如
し
。（
郭
璞
註
⒜
、

黄
帝
の
後
、
卞
朙
白
犬
二
頭
を
生
む
。
自
ら
相
牝
牡
し
、
遂
に

此
の
國
を
爲
る
。
狗
國
を
言
ふ
な
り
）。
…
…
。
文
馬
有
り
。
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縞か
う

身
（
⒝
、
色
は
白
く
縞
の
如
し
）
朱し
ゅ

鬛れ
ふ

、
目
は
黄
金
の
若

し
。名
け
て
吉
量
と
曰
ふ
（
一
に
良
に
作
る
）。
之
に
乘
れ
ば

壽
千
歲
な
り
（
⒞
、『
周
書
』
に
曰
く
、
犬
戎
は
文
馬
、
赤
鬛
白

身
、
目
は
黄
金
の
若
し
。
名
け
て
吉
黃
の
乘
と
曰
ふ
と
。
成
王

の
時
之
を
獻
す
。
⒟
『
六
韜
』
に
曰
く
、
文
身
朱
鬛
、
眼
は
黄

金
の
若
く
、
項
は
雞
尾
の
若
し
。
名
け
て
雞
斯
の
乘
と
曰
ふ
と
。

『
大
傳
』
に
曰
く
、
駮
身
朱
鬛
、
雞
目
な
り
と
。
⒠
『
山
海
經
』

に
も
亦
吉
黄
の
乘
、
壽
千
歲
な
る
者
有
り
。
惟
れ
名
同
じ
か
ら

ざ
る
有
り
、
小
錯
有
る
も
、
其
の
實
は
一
物
の
み
。
今
愽
く
之

を
擧
げ
、
以
て
異
聞
を
廣
む
る
な
り（

（2
（

）。

海
內
北
経
の
西
王
母
仙
境
に
続
い
て
描
か
れ
る
犬
封
（
戎
）
国

に
は
、「
乗
者
に
千
年
長
寿
を
も
た
ら
す
」
と
い
う
白
き
神
仙

馬
・
吉
良
が
生
ま
れ
る
と
い
う
。
見
逃
せ
な
い
の
は
、
郭
璞
註
⒜

で
は
吉
良
を
「
雌
雄
の
白
犬
の
子
孫
」
と
し
、
そ
の
一
対
の
白
犬

を
「
黄
帝
の
血
を
引
く
も
の
」
と
解
し
、
さ
ら
に
吉
良
の
「
縞か
う

身
」
を
「
色
は
白
く
練
り
絹
の
よ
う
」
と
說
朙
し
た
上
で
⒝
、
吉

良
を
「
白
身
」
と
す
る
『
逸
周
書
』
を
引
く
よ
う
に
⒞
、
郭
璞
が

吉
良
の
「
白
身
」
を
强
調
す
る
点
で
あ
る（

（2
（

。

他
方
、
吉
良
の
「
朱
鬣
」
に
つ
い
て
郭
璞
が
引
く
の
は
、『
逸

周
書
』
ほ
か
『
六
韜
』『
尙
書
大
伝
』
に
み
え
る
著
名
な
周
文
王

羑
里
說
話
の
朱
鬣
の
瑞
馬
「
鶏
斯
の
乗
」
で
あ
る
⒞
⒟
。
羑
里
幽

閉
說
話
と
は
、
殷
紂
王
に
幽
閉
さ
れ
た
周
文
王
が
、
賢
良
の
臣
下

の
機
知
に
よ
り
幽
閉
を
解
か
れ
紂
王
を
伐
つ
、
と
い
う
殷
周
革
命

に
繫
が
る
重
要
な
話
で
あ
る
。
郭
璞
は
『
山
海
経
図
讚
』
で
も
吉

良
を
「
周
文
王
の
窮
地
を
救
っ
た
瑞
馬
」
と
讚
え
て
い
る
点
か
ら
、

彼
に
と
っ
て
の
吉
良
は
「
周
文
王
の
瑞
馬
」
で
も
あ
っ
た
と
い
っ

て
よ
い（

（2
（

。
し
か
し
、
郭
璞
註
の
㝡
後
⒠
で
は
『
山
海
経
』
の
佚
文

「
寿
千
歲
と
な
る
吉
黄
の
乗
」
を
引
き
、
名
稱
は
違
っ
て
も
「
吉

良
」
と
同
一
馬
で
あ
る
と
す
る
こ
と
か
ら
、
郭
璞
の
解
釈
し
た

『
山
海
経
』
の
西
方
犬
戎
国
の
吉
良
は
、
殷
周
革
命
の
際
、
周
文

王
の
窮
地
を
救
っ
た
瑞
馬
で
あ
る
と
と
も
に
、「
乗
者
に
千
歲
長

寿
を
も
た
ら
す
神
仙
馬
」
で
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に

『
山
海
経
』
㝡
大
の
仙
境
描
写
が
な
さ
れ
る
西
北
の
条
に
は
神
仙

的
な
黄
帝
の
描
写
が
多
く（

（2
（

、
こ
の
点
、
そ
の
西
方
の
白
き
仙
境
＝

白
犬
を
祖
と
す
る
犬
戎
の
神
仙
的
白
馬
「
吉
良
」
を
、
郭
璞
が

「
黄
帝
の
子
孫
」
と
解
す
る
こ
と
と
も
無
関
係
で
は
な
い
だ
ろ
う
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七

⒜
。後

に
述
べ
る
よ
う
に
、
土
徳
の
黄
帝
を
奉
じ
る
唐
王
朝
が
、

「
朱
鬣
の
白
馬
・
吉
良
」
と
い
う
『
山
海
経
』
西
方
犬
戎
の
神
仙

馬
を
重
要
な
瑞
馬
と
見
な
し
た
背
景
と
し
て
、
そ
れ
を
周
文
王
の

瑞
馬
や
黄
帝
と
結
び
附
け
た
郭
璞
の
解
釈
が
あ
る
こ
と
を
、
こ
こ

で
ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
。

三　

�

唐
の
太
宗
の
瑞
馬
と
し
て
の
白
馬
朱
鬣�

�

―
―
貞
観
の
治
と
の
関
わ
り

老
荘
思
想
を
核
と
し
て
神
仙
・
方
術
等
を
取
り
込
み
成
立
し
た

衜
敎
は
、
魏
晉
南
北
朝
を
通
じ
て
神
格
化
さ
れ
た
老
子
を
祖
と
し
、

唐
に
は
国
家
に
よ
っ
て
手
厚
く
保
護
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の

よ
う
な
衜
敎
の
国
敎
化
と
深
く
関
わ
る
老
子
遠
祖
伝
說
は
、
老
子

が
唐
室
の
受
命
を
予
言
し
た
と
い
う
点
等
か
ら
、
未
来
予
言
の
讖

緯
的
要
素
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
註
17
）。
他
方
、
初
唐
に
は
史

書
や
馬
制
関
連
の
記
述
に
も
、
瑞
馬
と
し
て
の
白
馬
朱
鬣
や
そ
れ

と
同
義
の
『
山
海
経
』
の
吉
良
が
少
な
か
ら
ず
記
録
さ
れ
る
。

よ
っ
て
本
章
で
は
、
白
馬
朱
鬣
が
初
唐
の
衜
敎
・
図
讖
お
よ
び
神

話
書
の
神
馬
と
如
何
に
関
わ
り
な
が
ら
、『
高
祖
実
録
』
の
老
子

遠
祖
伝
說
に
於
い
て
老
子
の
乗
馬
と
し
て
示
さ
れ
た
の
か
を
、
と

く
に
初
唐
の
高
祖
・
太
宗
期
に
み
る
政
治
的
文
脉
か
ら
考
え
て
み

た
い
。

１　

太
宗
の
受
命
・
治
績
を
寿
ぐ
白
馬
朱
鬣
―
―
衜
敎
・
儒
敎

白
馬
朱
鬣
は
、
初
唐
に
至
る
と
、
秦
州
・
甘
州
・
涼
州
な
ど
中

国
西
北
か
ら
献
納
さ
れ
る
祥
瑞
と
し
て
も
記
録
さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
歴
代
の
史
書
・
類
書
を
通
覧
す
れ
ば
、
北
周
の
朙
帝
期
の
一

例
を
除
き
、
唐
の
貞
観
年
閒
に
甘
州
、
開
元
二
年
に
涼
州
な
ど（

（2
（

、

白
馬
朱
鬣
は
い
ず
れ
も
「
西
方
」
か
ら
献
上
さ
れ
た
瑞
馬
で
あ
り
、

そ
の
時
期
も
唐
の
前
半
に
集
中
す
る
こ
と
が
分
か
る
。
と
く
に
突

出
し
て
い
る
の
は
、
太
宗
の
時
代
で
あ
る
。
西
方
か
ら
白
馬
朱
鬣

が
献
上
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
貞
観
十
三
年
に
は
「
吉
良
厩
」

（
後
述
）
と
い
う
名
の
皇
帝
の
厩
舍
に
お
い
て
「
白
馬
朱
騣
」
が

生
ま
れ
た
、
と
の
記
録
が
み
え
て
い
る（

（2
（

。
よ
っ
て
、
貞
観
年
閒
の

も
の
と
さ
れ
る
白
馬
朱
鬣
の
出
現
時
期
を
太
宗
の
具
体
的
な
治
績

に
照
ら
し
な
が
ら
、
そ
の
含
意
を
考
え
て
み
た
い
。
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唐
代
の
瑞
馬
・
白
馬
朱
鬣
（
騣
）
の
出
現
記
録
は
、
①
貞
観
二

年
、
②
貞
観
十
三
年
、
③
開
元
二
年
に
見
え
る
。
ま
ず
①
の
甘
州

か
ら
の
白
馬
朱
鬣
の
上
納
の
あ
っ
た
貞
観
二
年
は
、
玄
武
門
政
変

に
よ
り
秦
王
李
世
民
が
太
宗
と
な
っ
た
翌
年
、
全
国
統
一
が
完
成

し
た
年
で
あ
る
。
さ
ら
に
②
の
二
年
前
（
貞
観
十
一
年
）
に
は
貞

観
律
令
の
公
布
と
と
も
に
、
衜
敎
を
儒
敎
・
仏
敎
の
上
位
と
す
る

衜
先
佛
後
の
詔
が
宣
布
さ
れ（

（3
（

、
②
の
翌
年
の
貞
観
十
四
年
に
は
、

経
書
解
釈
の
統
一
を
図
っ
た
『
五
経
正
義
』
編
纂
の
勅
命
が
降
さ

れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
皇
帝
の
吉
良
厩
に
白
馬
朱
騣
が
生
ま
れ
た

と
さ
れ
る
貞
観
十
三
年
と
は
、
太
宗
の
貞
観
の
治
の
中
核
た
る
衜

敎
・
儒
敎
政
策
の
基
盤
固
め
の
時
期
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、『
山
海
経
』
の
「
吉
良
」
が
太
宗
期
に
お
い
て

「
白
馬
朱
鬣
」
と
同
一
視
さ
れ
た
こ
と
の
み
で
な
く（

（3
（

、
そ
れ
が
衜

敎
・
儒
敎
を
中
心
と
す
る
太
宗
の
治
績
を
嘉
す
る
瑞
馬
と
し
て
受

容
さ
れ
た
こ
と
を
傍
証
す
る
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
様
に
太
宗

の
時
期
に
増
え
る
白
馬
朱
鬣
の
記
述
を
め
ぐ
り
註
目
す
べ
き
は
、

太
宗
の
皇
位
継
承
と
密
な
関
わ
り
を
も
っ
た
衜
敎
・
図
讖
と
そ
れ

と
不
可
分
の
太
宗
側
近
の
動
向
で
あ
る
。

２　

秦
王
李
世
民
の
受
命
と
白
馬
朱
鬣
―
―
玄
武
門
前
後

唐
の
太
宗
の
貞
観
の
治
は
善
政
の
手
本
と
し
て
知
ら
れ
る
。
し

か
し
、
後
世
に
名
君
と
し
て
知
ら
れ
る
太
宗
の
帝
王
の
座
は
、
実

兄
で
李
淵
の
嫡
長
子
で
あ
る
太
子
建
成
、
実
弟
の
元
吉
を
殺
戮
し

た
「
玄
武
門
の
変
」
を
経
て
手
に
し
た
血
塗
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ

た
。
そ
の
太
宗
の
貞
観
の
治
を
支
え
た
側
近
の
代
表
が
、
王
府
主

席
の
房
玄
齡
で
あ
り
、
彼
こ
そ
が
、
唐
室
の
遠
祖
老
子
の
乗
馬
と

し
て
白
馬
朱
鬣
を
示
し
た
初
め
て
の
記
録
『
高
祖
實
録
』
の
編
者

な
の
で
あ
る
（『
旧
唐
書
』
巻
四
六
・
志
第
二
六
経
籍
上
）。
そ
の
動

向
に
註
目
し
て
み
る
と
、
着
位
前
の
太
宗
と
と
も
に
茅
山
派
衜
士

の
王
遠
知
に
接
触
を
試
み
て
い
る
よ
う
に
、
衜
敎
と
の
関
わ
り
が

見
逃
せ
な
い
。
王
遠
知
は
高
祖
に
も
符
命
を
伝
え
て
い
る
が
、
重

要
な
の
は
、
玄
武
門
の
政
変
直
前
に
は
、
房
玄
齡
と
と
も
に
微
服

し
て
訪
れ
た
秦
王
李
世
民
に
対
し
、
そ
の
受
命
を
予
言
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る（

（3
（

。
こ
う
し
た
点
か
ら
、
武
徳
九
年
、
秦
王
李
世
民
が

房
玄
齡
ら
腹
心
と
企
て
た
玄
武
門
の
変
は
、
王
遠
知
を
始
め
と
す

る
衜
士
が
李
世
民
の
皇
位
継
承
を
讖
緯
的
な
知
識
を
持
っ
て
支
え

た
こ
と
が
註
目
さ
れ（

（3
（

、
後
述
す
る
法
琳
な
ど
仏
敎
徒
の
擁
す
る
李
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建
成
と
の
閒
に
為
る
衜
仏
の
主
導
権
争
い
と
見
る
說
も
あ
る（

（3
（

。

こ
れ
を
踏
ま
え
、
高
祖
の
武
徳
年
閒
か
ら
玄
武
門
変
ま
で
の
唐

室
に
よ
る
衜
敎
政
策
の
流
れ
か
ら
房
玄
齡
撰
『
高
祖
実
録
』
の
老

子
遠
祖
伝
說
に
初
見
の
白
馬
朱
鬣
の
意
味
を
改
め
て
考
え
て
み
た

い
。
ま
ず
、
武
徳
四
年
に
は
衜
士
傅
奕
に
よ
る
排
仏
献
策
が
な
さ

れ
、
そ
の
四
年
後
の
武
徳
八
年
に
は
高
祖
が
衜
・
儒
・
仏
の
順
と

し
、
さ
ら
に
そ
の
翌
年
に
は
房
玄
齡
ら
と
組
ん
だ
太
宗
が
玄
武
門

の
変
を
起
こ
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
流
れ
か
ら
、
房
玄
齡
の
手
に

な
る
『
高
祖
實
録
』
の
老
子
遠
祖
伝
說
が
李
世
民
に
よ
る
洛
陽
の

無
血
開
城
の
為
さ
れ
た
武
徳
三
年
の
出
来
事
と
さ
れ
る
点
を
み
れ

ば
、
そ
こ
に
初
出
の
「
白
馬
朱
鬣
」
は
太
宗
自
身
の
受
命
の
瑞
馬

と
し
て
示
さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
、
太
宗
期
に
集
中
す
る
瑞
馬
・

白
馬
朱
鬣
の
記
録
を
振
り
﨤
っ
て
見
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
推
測
が

成
り
立
つ
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
古
き
神
話
書
の
神
仙
馬
吉

良
に
由
来
す
る
白
馬
朱
鬣
を
、
唐
李
氏
の
受
命
を
予
言
す
る
白
衣

垩
人
＝
老
子
の
白
馬
朱
鬣
と
し
て
読
み
替
え
、
そ
れ
を
老
子
遠
祖

伝
說
に
加
え
た
の
は
、
讖
緯
に
通
じ
た
衜
士
と
と
も
に
太
宗
の
皇

位
継
承
を
支
え
、
そ
の
指
揮
下
で
正
史
編
纂
に
携
わ
っ
た
房
玄
齡

等
の
側
近
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
太
宗
期
に

集
中
す
る
こ
の
瑞
馬
・
白
馬
朱
鬣
の
記
述
か
ら
み
る
と
き
、
老
子

遠
祖
伝
說
の
成
立
を
促
し
た
の
は
、
従
来
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
、

鮮
卑
出
身
の
唐
李
氏
の
受
命
の
正
當
化
・
神
秘
化
と
い
う
目
的
に

留
ま
ら
な
い
。
兄
弟
殺
し
を
経
て
帝
位
を
得
た
太
宗
自
身
の
受
命

を
も
保
証
す
る
も
の
、
と
考
え
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。

初
唐
王
権
と
図
讖
の
関
わ
り
か
ら
、
高
祖
李
淵
の
太
原
挙
兵
時

に
、
仏
敎
界
が
そ
の
受
命
の
瑞
兆
と
し
て
白
雀
や
紫
雲
を
示
し
た

話
が
『
創
業
註
』
に
見
え
る
点
に
註
目
す
る
論
も
あ
る
が（

（3
（

、
し
か

し
、
李
淵
の
一
代
記
と
さ
れ
る
『
創
業
註
』
に
見
え
る
の
は（

（3
（

、
彼

を
天
下
平
定
に
導
く
白
衣
老
人
の
み
で
「
白
馬
朱
鬣
」
へ
の
言
及

は
一
切
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
老
子
の
乗
馬
た
る
白
馬
朱
鬣

が
高
祖
李
淵
の
稱
讚
を
目
的
と
す
る
『
創
業
註
』
に
は
現
れ
ず
、

太
宗
の
受
命
・
皇
位
を
支
え
た
房
玄
齡
撰
『
高
祖
實
録
』
に
初
見

な
の
は
、
そ
れ
が
高
祖
で
は
な
く
太
宗
の
受
命
と
治
績
を
保
証
す

る
祥
瑞
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
に
他
な
ら
な
い
。

こ
う
し
て
太
宗
期
に
老
子
遠
祖
伝
說
に
加
え
ら
れ
た
白
馬
朱
鬣



老
子
遠
祖
伝
說
に
み
る
白
馬
朱
鬣
に
つ
い
て

一
〇

は
、
神
仙
馬
の
要
素
に
よ
っ
て
の
み
太
宗
の
治
績
を
神
威
化
す
る

の
で
は
な
い
。
旧
稿
（
二
〇
一
九
、
註
21
）
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

魏
晉
に
は
「
皇
位
」
を
𧰼
徴
す
る
も
の
と
な
っ
た
皇
帝
馬
「
白
馬

朱
鬣
」
は
、
漢
代
緯
書
・
祥
瑞
文
献
の
「
賢
良
な
臣
下
を
持
つ
周

文
王
を
寿
ぐ
瑞
馬
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
踏
ま
え
る
。
と
な
れ
ば
そ
れ

は
、
殷
周
革
命
の
先
鞭
を
つ
け
た
周
文
王
同
様
、
房
玄
齡
な
ど

「
賢
良
の
臣
下
」
の
助
力
に
よ
り
遂
行
さ
れ
た
皇
位
継
承
を
経
て
、

貞
観
の
治
を
為
し
た
太
宗
自
身
の
受
命
を
神
威
化
す
る
の
に
相
応

し
い
「
皇
帝
の
瑞
馬
」
と
し
て
、
唐
受
命
の
老
子
遠
祖
伝
說
に
取

り
込
ま
れ
た
、
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。

３　

�

太
宗
の
受
命
・
唐
室
永
続
を
寿
ぐ
千
歲
馬
「
吉
良
」

３
―
１
、
唐
代
皇
帝
の
「
吉
良
厩
」
と
『
山
海
経
』
の
神
話
利
用

他
方
、
従
来
の
馬
政
研
究
で
も
ほ
と
ん
ど
言
及
の
な
い
「
皇
帝

の
厩
舍
名
」
の
選
択
根
拠
か
ら
考
え
て
み
る
と
き
、
初
唐
の
老
子

遠
祖
伝
說
の
「
白
馬
朱
鬣
」
は
、
太
宗
の
衜
敎
優
先
政
策
と
と
も

に
、『
山
海
経
』
の
西
方
の
神
仙
馬
吉
良
の
イ
メ
ー
ジ
と
密
に
係

わ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る（

（3
（

。

唐
の
馬
政
は
地
方
で
の
放
牧
（
監
牧
）、
中
央
皇
帝
の
厩
舍
で

の
飼
育
（
繋
飼
＝
厩
牧
）
に
大
別
さ
れ
る
。
本
論
で
註
目
す
る
の

は
後
者
、
す
な
わ
ち
皇
帝
の
厩
舍
で
あ
る
。
唐
の
太
宗
の
勅
命
に

な
る
『
隋
書
』
百
官
下
は
じ
め
史
書
の
記
述
を
見
る
と
、
天
子
の

厩
は
尙
乗
（
局
）
が
掌
っ
た
こ
と
、
全
部
で
十
二
の
厩
が
左
右

「
六
閑（

（3
（

」
と
さ
れ
、
そ
の
六
閑
は
初
唐
に
は
次
の
よ
う
に
呼
ば
れ

た
こ
と
が
分
か
る（

（3
（

。

一
、�

飛
黄
（『
山
海
経
』
郭
璞
註
、『
淮
南
子
』
冥
覧
訓
、『
瑞
応

図
』）

二
、�

吉
良
（『
山
海
経
』
郭
璞
註
、
郭
璞
『
山
海
経
』
註
引
『
逸
周

書
』、『
瑞
応
図
』）

三
、
竜
媒
（『
漢
書
』
礼
楽
志
）

四
、
騊
駼
（『
山
海
経
』『
逸
周
書
』『
瑞
応
図
』）

五
、
駚
騠
（『
逸
周
書
』『
史
記
』『
瑞
応
図
』）

六
、
天
苑
（『
史
記
』
天
官
書
）

括
弧
內
に
示
し
た
典
拠
を
見
れ
ば
、
総
じ
て
神
話
古
史
中
の
馬

―
―
と
く
に
『
山
海
経
』
に
見
え
六
朝
成
立
の
『
瑞
応
図
』
に
は

祥
瑞
と
し
て
示
さ
れ
る
瑞
馬
が
多
い
こ
と
が
顕
か
で
あ
る
。
こ
の



老
子
遠
祖
伝
說
に
み
る
白
馬
朱
鬣
に
つ
い
て

一
一

う
ち
、
皇
帝
の
厩
舍
名
と
し
て
重
視
さ
れ
て
き
た
飛
黄
（
初
唐
以

前
は
乗
黄
：
註
41
『
玉
海
』
兵
制
）
は
依
然
第
一
と
さ
れ
る
が
、
続

け
て
新
た
に
現
れ
る
の
が
吉
良
で
あ
る
。
飛
黄
（
乗
黄
）
も
『
山

海
経
』
初
見
の
「
乗
れ
ば
二
千
歲
に
な
る
」
と
い
う
黄
帝
に
繫
が

る
長
寿
を
も
た
ら
す
神
仙
的
異
獣
で
あ
る
こ
と
か
ら（

（4
（

、
吉
良
が
飛

黄
と
と
も
に
㝡
も
重
要
な
皇
帝
の
厩
舍
名
と
し
た
の
は
、
王
朝
と

そ
の
皇
帝
に
千
歲
を
も
た
ら
す
『
山
海
経
』
に
伝
え
ら
れ
る
古
来

の
神
話
的
な
神
仙
馬
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
郭
璞
註
に
よ
っ
て
黄

帝
の
子
孫
と
さ
れ
た
吉
良
が
、
黄
帝
を
頂
く
土
徳
唐
室
の
受
命
に

も
叶
う
た
め
と
考
え
ら
れ
る（

（4
（

。

３
―
２　

武
后
期
に
み
る
白
馬
朱
鬣
の
千
歲
馬
「
吉
良
」
の
降
格

さ
ら
に
言
う
な
ら
ば
、
唐
の
太
宗
に
よ
る
そ
の
老
子
遠
祖
化
政

策
の
重
要
な
一
例
で
あ
る
『
高
祖
實
録
』
記
述
の
う
ち
、
李
淵
・

李
世
民
の
天
下
平
定
を
予
言
す
る
場
面
に
お
い
て
、
白
馬
朱
鬣
に

乗
る
老
子
が
「（
唐
天
子
の
）
子
孫　

且
に
千
歲
な
ら
ん
と
す
。」

と
吿
げ
る
件
も
（
一
―
原
文
訓
読
⒝
）、『
山
海
経
』
の
朱
鬣
の
白

馬
・
吉
良
の
「
乗
れ
ば
千
歲
と
な
る
」
要
素
に
拠
る
可
能
性
が
考

え
ら
れ
る
。
例
え
ば
初
唐
の
四
傑
と
し
て
名
高
い
王
勃
は
、
土
徳

の
唐
王
朝
を
五
行
の
う
ち
㝡
長
の
「
千
年
王
朝
」
で
あ
る
と
詠
う（

（4
（

。

他
方
、
そ
の
王
勃
の
友
人
薛
曜
も
『
山
海
経
』
の
神
話
由
来
の
馬

を
多
用
す
る
「
舞
馬
篇
」
の
末
尾
を
「
皇
帝
を
寿
ぐ
千
歲
馬
・
吉

良
」
で
結
ぶ
こ
と
等
か
ら（

（4
（

、
唐
王
朝
草
創
期
に
於
け
る
『
山
海

経
』
の
千
歲
馬
吉
良
と
は
、「
唐
王
朝
千
年
の
永
続
」
を
祈
念
す

る
皇
帝
馬
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
顕
か
で
あ
る
。

太
宗
の
衜
敎
優
先
政
策
を
覆
し
仏
敎
を
優
先
し
た
の
が
武
則
天

で
あ
る
。
そ
の
時
代
に
改
変
さ
れ
た
皇
帝
厩
「
六
閑
」
の
厩
舍
名

は
、
一
、
飛
龍
、
二
、
祥
驎
、
三
、
鳳
苑
、
四
、
鵷
鸞
、
五
、
吉

良
、
六
、
六
群
で
あ
っ
た（

（4
（

。
こ
う
し
た
皇
帝
厩
舍
の
格
附
け
を
め

ぐ
り
見
迯
せ
な
い
の
は
、
武
后
期
に
は
瑞
馬
・
白
馬
朱
鬣
の
報
吿

例
が
な
い
こ
と
、
皇
帝
の
厩
舍
名
と
し
て
太
宗
期
に
は
二
位
で

あ
っ
た
吉
良
が
、
五
位
に
降
格
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら

に
こ
の
武
后
期
に
み
る
吉
良
の
降
格
を
、
老
子
と
の
血
縁
を
强
調

し
た
太
宗
の
衜
先
仏
後
の
詔
の
後
、
吉
良
厩
に
白
馬
朱
騣
（
鬣
）

が
生
ま
れ
た
と
す
る
貞
観
十
三
年
の
記
事
と
併
せ
て
み
る
と
、
皇

帝
馬
「
乗
者
に
千
歲
を
も
た
ら
す
吉
良
＝
白
馬
朱
鬣
」
と
は
、
太



老
子
遠
祖
伝
說
に
み
る
白
馬
朱
鬣
に
つ
い
て

一
二

宗
に
よ
る
衜
敎
優
先
政
策
、
お
よ
び
そ
れ
と
連
動
す
る
一
連
の
老

子
遠
祖
化
政
策
に
よ
り
唐
室
の
受
命
を
保
障
し
た
神
仙
衜
敎
的
な

瑞
馬
で
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
確
認
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
例
え
ば
同
じ
『
山
海
経
』
西
方
の
白
獣
で
あ
り
六
朝

の
『
瑞
応
図
』
で
は
瑞
獣
と
な
っ
た
白
狼
や
白
虎
等
の
動
物
で
は

な
く（（4
（

、
白
馬
朱
鬣
の
吉
良
と
い
う
「
馬
」
が
老
子
の
乗
り
物
と
し

て
選
ば
れ
、
初
唐
の
太
宗
を
嘉
す
る
「
瑞
馬
」
と
さ
れ
た
の
は
な

ぜ
か
。
土
徳
の
黄
帝
に
繫
が
る
神
仙
馬
の
要
素
の
ほ
か
、
も
う
一

つ
の
理
由
を
「
隴
西
」
と
い
う
地
、
及
び
そ
こ
に
產
出
す
る
「
馬
」

に
求
め
て
み
た
い
。

四　

�

中
華
の
皇
帝
馬
「
白
馬
朱
鬣
」
の
誕
生�

―
―
初
唐
に
於
け
る
隴
西
の
重
要
性

１　

隴
西
李
氏
と
老
子
遠
祖
伝
說
―
『
法
琳
別
伝
』
の
禁
書
背
景

太
宗
の
貞
観
十
三
年
、
中
華
西
北
の
「
隴
西
」
と
い
う
地
が
、

老
子
遠
祖
伝
說
と
浅
か
ら
ぬ
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
を
朙
示
す
る
事

件
が
起
き
て
い
る
。
痛
烈
な
衜
敎
批
判
で
知
ら
れ
る
法
琳
の
『
辯

正
論
』
に
端
を
発
す
る
一
連
の
議
論
で
あ
る
。
法
琳
の
護
法
活
動

に
つ
い
て
の
委
細
は
礪
波
護
の
論
考
に
譲
り
（
註
34
）、
こ
こ
で

註
目
し
た
い
の
は
、
衜
士
秦
世
英
に
よ
る
「
法
琳
が
老
子
を
非
難

し
た
真
意
は
唐
室
の
祖
先
を
誹
謗
す
る
点
に
あ
る
」
と
の
讒
言
に

対
す
る
、
法
琳
に
よ
る
「
唐
室
李
氏
の
出
自
」
を
め
ぐ
る
批
判
で

あ
る
。『
法
琳
別
伝
』
に
拠
れ
ば
、「
唐
室
＝
隴
西
李
氏
」
を
主
張

す
る
太
宗
に
対
し
、
法
琳
は
「
唐
李
氏
は
老
子
に
繫
が
る
隴
西
李

氏
で
は
な
く
拓
跋
李
氏
で
あ
り
、
老
子
と
は
無
関
係
」
と
喝
破
し

た
と
い
う
の
で
あ
る（

（4
（

。

唐
室
の
出
自
に
つ
い
て
は
謎
も
多
い
が
、
唐
代
編
纂
の
『
晉

書
』
で
も
漢
人
王
朝
西
涼
の
李
暠
を
遠
祖
と
す
る
よ
う
に
、
唐
室

に
は
そ
の
出
自
を
権
威
化
・
神
秘
化
せ
ん
と
す
る
姿
勢
が
あ
る
こ

と
に
着
目
し
た
い
。
と
く
に
見
逃
せ
な
い
の
は
、
法
琳
に
よ
り
唐

室
の
隴
西
李
氏
否
定
說
の
示
さ
れ
た
貞
観
十
三
年
と
い
う
年
が
、

ち
ょ
う
ど
皇
帝
の
吉
良
厩
に
白
馬
朱
騣
が
生
ま
れ
た
年
で
あ
り
、

そ
の
二
年
前
に
は
「
衜
先
仏
後
」
令
が
発
布
、
そ
の
翌
年
は
唐
李

氏
の
血
統
を
主
張
す
る
太
宗
の
敕
命
に
よ
る
『
貞
観
氏
族
志
』
改

訂
版
の
完
成
年
、
と
い
う
具
合
に
、
唐
室
・
太
宗
の
受
命
正
当
化

の
た
め
の
政
策
が
次
々
と
成
立
し
た
時
期
に
あ
た
る
こ
と
で
あ
る
。
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三

さ
ら
に
、『
法
琳
別
伝
』
が
太
宗
期
に
禁
書
と
さ
れ
た
理
由
に
つ

い
て
、「
唐
室
と
老
子
の
関
係
を
否
定
し
た
法
琳
の
答
辯
を
載
せ

る
た
め
」
と
す
る
礪
波
護
の
指
摘
を
併
せ
て
み
れ
ば（

（4
（

、
唐
李
氏
が

「
隴
西
」
と
い
う
地
を
通
じ
て
老
子
と
繫
が
る
と
の
認
識
の
政
治

的
徹
底
化
が
図
ら
れ
た
の
は
や
は
り
太
宗
期
で
あ
り
、
該
期
の
衜

敎
優
先
政
策
の
下
、
老
子
遠
祖
伝
說
に
白
馬
朱
鬣
が
加
え
ら
れ
た

事
象
と
も
一
連
の
も
の
と
捉
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
唐
室
と
そ
の
祖
老
子
を
繫
ぐ
地
「
隴
西
」
の
重
要

性
を
踏
ま
え
、
㝡
後
に
、
隴
西
と
い
う
地
が
、
さ
ら
に
太
宗
期
の

「
馬
政
」
を
通
じ
、「
唐
室
と
白
馬
朱
鬣
」
を
繫
ぐ
要
諦
と
し
て
も

認
識
さ
れ
た
可
能
性
を
確
認
し
た
い
。

２　

�

中
華
軍
事
力
の
象
徴
「
関
隴
の
白
馬
朱
鬣
」�

�

―
―
太
宗
か
ら
玄
宗
へ

唐
の
始
め
に
は
僅
か
五
千
匹
と
さ
れ
た
馬
は
、
太
宗
の
貞
観
か

ら
高
宗
の
麟
徳
ま
で
の
四
十
年
閒
に
、
七
十
万
を
越
え
る
数
に
ま

で
増
加
し
た（

（4
（

。
唐
代
馬
政
の
研
究
で
は
、
唐
の
軍
事
力
の
基
盤
で

あ
っ
た
府
兵
制
は
、
地
方
の
官
営
牧
地
＝
監
牧
に
お
け
る
軍
馬
の

育
成
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
こ
と（

（4
（

、
唐
初
の
監
牧
は
建
国
時
に
得

た
突
厥
馬
と
隋
馬
を
、
隴
西
を
含
む
隴
右
の
地
（
関
隴
）
に
移
し

た
こ
と
に
始
ま
っ
た
こ
と（

（5
（

、
さ
ら
に
は
そ
の
中
華
西
北
の
牧
地
こ

そ
が
、
太
宗
期
の
馬
政
の
成
功
を
支
え
た
こ
と
、
な
ど
が
指
摘
さ

れ
て
い
る（

（5
（

。

太
宗
期
の
軍
事
力
を
支
え
た
こ
の
隴
西
と
い
う
地
と
、
老
子
遠

祖
伝
說
に
み
る
「
白
馬
朱
鬣
の
吉
良
」
と
の
接
点
に
つ
い
て
と
く

に
本
論
で
註
目
し
た
い
の
は
、「
隴
西
」
と
い
う
中
華
西
北
の
地

が
『
山
海
経
』
の
朱
鬣
の
白
馬
「
吉
良
」
の
產
地
で
も
あ
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
郭
璞
『
山
海
経
』
註
で
も
西
方
犬
戎
の
吉

良
（
吉
黄
）
と
同
一
視
す
る
も
の
と
し
て
引
く
『
周
書
』
の
犬
戎

の
吉
黄
の
乗
は
「
隴
以
西
有
犬
戎
」
と
解
さ
れ
る
よ
う
に（

（5
（

、
太
宗

期
に
結
実
し
た
唐
王
朝
の
軍
事
力
を
支
え
た
馬
同
様
、
隴
西
と
い

う
地
に
產
ま
れ
る
馬
な
の
で
あ
る
。

唐
の
全
国
統
一
が
為
さ
れ
た
後
の
貞
観
四
年
、
太
宗
は
東
突
厥

を
支
配
下
に
お
き
天
可
汗
と
尊
稱
さ
れ
、
続
け
て
吐
蕃
・
鉄
勒
な

ど
西
域
異
族
を
下
し
、
漢
以
来
空
前
の
版
図
を
広
げ
た
。
い
わ
ば

そ
の
立
役
者
と
な
っ
た
の
が
、
関
隴
產
の
軍
馬
で
あ
っ
た
。
こ
の
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一
四

関
隴
の
軍
馬
・
白
馬
朱
鬣
に
つ
い
て
想
起
す
べ
き
は
、
太
宗
が
全

国
統
一
を
果
た
し
た
年
、
隴
西
か
ら
瑞
馬
・
白
馬
朱
鬣
が
献
上
さ

れ
た
と
の
祥
瑞
記
述
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
よ
う
に
白
馬
朱
鬣

＝
吉
良
が
太
宗
に
よ
る
中
華
の
版
図
拡
張
を
寿
ぐ
瑞
馬
と
な
り
得

た
の
は
、
隴
西
の
騎
馬
軍
団
の
存
在
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。
唐

室
と
老
子
を
繫
ぐ
隴
西
の
白
馬
朱
鬣
に
対
し
、
唐
の
領
土
拡
張
を

果
た
し
た
「
强
大
な
関
隴
騎
馬
軍
団
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
重
ね
ら
れ

た
可
能
性
は
、
例
え
ば
、
同
じ
鮮
卑
系
関
隴
集
団
の
祖
で
あ
る
北

周
朙
帝
の
武
成
元
年
に
「
関
隴
（
秦
州
）
か
ら
白
馬
朱
鬣
が
献
上

さ
れ
た
」
と
す
る
記
事
が
、
唐
室
受
命
の
正
当
化
と
そ
の
権
威
化

政
策
の
一
環
と
し
て
貞
観
十
年
に
完
成
し
た
太
宗
の
勅
命
に
よ
る

史
書
の
一
、『
周
書
』
に
初
見
で
あ
る
点
に
よ
っ
て
も
改
め
て
傍

証
さ
れ
る
だ
ろ
う（

（5
（

。

唐
代
に
は
太
宗
の
の
ち
、
関
隴
（
涼
州
）
か
ら
の
朱
鬣
の
白
馬

の
献
上
が
も
う
一
例
あ
る
。
玄
宗
の
開
元
二
年
で
あ
る
。
元
来
、

軍
馬
の
自
給
に
は
不
利
な
中
国
に
お
い
て
馬
政
が
成
功
し
た
の
は
、

太
宗
の
貞
観
の
治
と
玄
宗
の
開
元
の
治
の
み
で
あ
り（

（5
（

、
い
ず
れ
も

関
隴
の
牧
草
地
に
育
ま
れ
た
軍
馬
の
存
在
に
拠
る
と
さ
れ
る
。
玄

宗
が
法
籙
を
授
か
り
、
自
ら
『
老
子
経
』
註
を
作
成
し
た
衜
敎
皇

帝
で
あ
っ
た
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
太
宗
の
貞
観
の
治
と
玄
宗
の
開

元
の
治
に
は
、
老
子
を
尊
崇
す
る
衜
敎
優
先
政
策
と
と
も
に
、
関

隴
を
拠
と
す
る
馬
政
の
成
功
と
い
っ
た
白
馬
朱
鬣
を
め
ぐ
る
共
通

項
が
指
摘
で
き
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、
太
宗
の
貞
観
の
治
に
倣
っ
た
玄
宗

の
開
元
の
始
め
に
隴
西
か
ら
白
馬
朱
騣
が
献
上
さ
れ
た
こ
と
、
玄

宗
勅
撰
の
『
大
唐
六
典
』
に
「
白
馬
赤
髦
・
白
馬
朱
騣
」
と
い
っ

た
あ
か
い
鬣
の
白
馬
が
㝡
高
ラ
ン
ク
の
大
瑞
と
し
て
記
録
さ
れ
る

の
み
な
ら
ず
、
同
時
期
成
立
の
祥
瑞
類
書
『
唐
開
元
占
経
』
に

「
白
馬
朱
鬣
」
が
独
立
項
目
と
な
る
の
は
（
註
20
）、
恐
ら
く
偶
然

で
は
な
い
。
玄
宗
に
と
っ
て
の
白
馬
朱
鬣
と
は
、
国
敎
と
し
て
の

衜
敎
・
儒
敎
の
基
礎
を
固
め
、
中
華
の
対
外
的
軍
事
政
策
に
も
大

き
な
成
功
を
収
め
た
太
宗
の
貞
観
の
治
の
再
来
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ

る
皇
帝
の
瑞
馬
で
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

結
語

唐
の
太
宗
は
図
讖
・
祥
瑞
を
禁
じ
た
と
さ
れ
る
が（

（5
（

、
し
か
し
、
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一
五

隋
末
、
図
讖
符
瑞
に
よ
り
天
命
を
立
証
し
帝
位
を
得
た
李
淵
の
手

法
に
倣
い（

（5
（

、
李
世
民
も
ま
た
自
ら
の
天
命
と
帝
位
を
保
証
す
る
も

の
と
し
て
古
き
神
話
書
に
起
源
す
る
白
馬
朱
鬣
を
政
治
利
用
し
た

の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
老
子
遠
祖
伝
說
は
高
祖
一
代
に
な
る
も
の

で
は
な
く
、
太
宗
の
時
代
に
そ
の
非
常
手
段
的
な
皇
位
移
譲
を
正

当
化
・
神
秘
化
す
る
も
の
と
し
て
衜
敎
的
・
讖
緯
的
な
皇
帝
馬

「
白
馬
朱
鬣
の
吉
良
」
が
挿
入
さ
れ
、
の
ち
の
衜
敎
文
献
に
継
承

さ
れ
る
原
型
が
成
立
し
た
も
の
と
判
断
で
き
る（

（5
（

。

し
か
し
、
現
在
伝
わ
る
老
子
図
の
ほ
と
ん
ど
が
靑
牛
に
乗
る
作

例
で
あ
り
、
文
献
の
伝
え
る
重
要
性
に
反
し
、
白
馬
朱
鬣
に
乗
っ

た
老
子
の
図
像
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
要
因
の
一
つ
は
、
王

朝
創
業
期
に
多
く
用
い
ら
れ
る
祥
瑞
・
讖
緯
の
類
は
安
定
の
時
代

に
は
忌
避
の
対
象
と
な
る
点
に
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う（

（5
（

。

ふ
る
く
漢
代
緯
書
に
収
め
ら
れ
、
太
宗
期
に
は
老
子
遠
祖
伝
說
に

老
子
の
乗
馬
と
し
て
加
え
ら
れ
た
れ
た
白
馬
朱
鬣
も
、
そ
れ
が
初

唐
王
権
の
受
命
に
関
わ
る
も
の
と
認
識
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
そ

の
例
に
漏
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
中
唐
以
降
の
衜
敎
文
献

で
は
、
漢
代
緯
書
に
初
見
の
「
色
＋
馬
＋
色
＋
鬣
」
と
い
う
独
自

の
四
字
句
で
表
さ
れ
る
白
馬
朱
鬣
の
緯
書
的
描
法
が
崩
れ
ゆ
く
こ

と
も
（
註
57
、
⒞
～
⒠
）、
こ
れ
と
不
可
分
の
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
う
し
て
老
子
の
乗
る
「
あ
か
い
鬣
の
白
馬
」
は
初
唐
政
権
の

政
治
的
都
合
に
よ
り
革
命
に
ま
つ
わ
る
讖
緯
的
要
素
を
次
第
に
弱

め
、
唐
王
朝
創
建
後
、
そ
の
主
な
イ
メ
ー
ジ
は
「
敎
祖
・
垩
人
の

乘
馬
」
に遷遷

り
始
め
た
。
中
唐
の
仏
敎
文
献
に
、
仏
陀
の
愛
馬
犍

陟
と
し
て
の
白
馬
朱
鬣
【
図
２
】
が
現
れ
始
め
る
こ
と
も
そ
れ
を

物
語
る
も
の
だ
ろ
う（

（5
（

。

（
1
）　

唐
室
の
祖
を
名
乗
る
老
子
が
李
淵
親
子
の
天
下
平
定
を
助
け

受
命
を
予
言
す
る
伝
說
を
総
稱
し
て
老
子
遠
祖
伝
說
と
呼
ぶ
。

（
2
）　

宮
川
尙
志
「
唐
室
の
創
業
と
茅
山
派
衜
敎
」『
仏
敎
史
学
』
三
、

一
九
五
〇
年
（
同
氏
『
六
朝
史
研
究
―
宗
敎
篇
』
平
楽
寺
書
店
一

九
六
四
年
、
第
七
章
・
第
五
節
所
収
）、
横
手
裕
『
衜
敎
の
歴
史
』

山
川
出
版
社
二
〇
一
五
年
な
ど
参
照
。

（
3
）　
『
唐
六
典
』
巻
第
四
「
尙
書
礼
部
」
中
華
書
局
二
〇
二
二
年
、

一
一
四
頁
。

（
4
）　

愛
宕
元
「
唐
代
楼
観
考
―
―
欧
陽
脩
撰
「
大
唐
宗
垩
観
記
」

碑
を
手
が
か
り
と
し
て
」『
中
国
古
衜
敎
史
研
究
』
同
朋
舍
出
版

一
九
九
二
年
所
収
。
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六

（
5
）　
「
甲
子
、
有
白
衣
野
老
、
自
云
霍
太
山
遣
來
、
詣
帝
請
謁
。
帝

弘
逹
至
理
、
不
語
神
怪
、
逮
乎
佛
衜
、
亦
以
致
疑
、
未
之
深
信
。

門
人
不
敢
以
聞
。
此
老
乃
伺
帝
行
營
、
路
左
拜
見
。
帝
戯
謂
之
曰
、

「
神
本
不
測
、
卿
何
得
見
？
卿
非
神
類
、
豈
共
神
言
」。
野
老
對
曰
、

「
某
事
山
祠
、
山
中
聞
語
、『
遣
語
大
唐
皇
帝
云
、
若
徃
霍
邑
、
宜

東
南
傍
山
取
路
、
八
⺼
初
雨
止
、
我
當
爲
帝
破
之
、
可
爲
吾
立
祠

廟
也
。』」『
大
唐
創
業
起
居
註
』（
以
下
『
創
業
註
』）　
『
大
唐
創

業
起
居
註
箋
疏
』
中
華
書
局
二
〇
二
二
年
、
七
六
頁
。

（
6
）　
『
正
統
衜
藏
（
以
下
『
衜
藏
』）』
第
一
八
册
、
芸
文
印
書
館
一

九
七
七
年
、
一
四
二
〇
二
～
三
頁
。

（
7
）　
『
衜
藏
』
第
三
三
册
『
龍
角
山
記
』
所
収
「
唐
朙
皇
御
製
慶
唐

觀
紀
垩
銘
」「
肈
我
高
祖
之
提
劔
起
晉
、
太
宗
之
仗
鉞
入
秦
、
鵬

搏
風
雲
、
麟
闘
日
⺼
。
夏
臣
醜
而
已
去
、
殷
鼎
輕
而
未
徙
。
老
君

廼
洗
然
華
浩
、
白
驥
朱
髦
、
見
此
龍
角
之
山
、
示
我
龍
興
之
兆
、

語
絳
州
大
通
堡
人
吉
善
行
曰
、『
吾
而
唐
帝
之
祖
也
、
吿
吾
子
孫
、

長
有
天
下
。』
於
是
一
開
赤
伏
而
萬
姓
宅
心
、
一
麾
白
髦
而
六
合

大
定
。
…
…
高
祖
征
其
二
異
、
拝
善
行
朝
散
大
夫
、
命
舍
人
柳
憲

徃
祠
焉
。」、
二
六
二
三
六
頁
。

（
8
）　

註
4
愛
宕
論
文
一
九
九
二
年
等
。

（
9
）　

金
文
朙
校
證
『
金
石
録
校
證
』「
右
『
唐
龍
角
山
紀
垩
銘
』、

朙
皇
撰
。
按
『
高
祖
實
録
』：「
武
德
三
年
四
⺼
辛
巳
、
晉
州
人
吉

善
行
、
於
羊
角
山
見
白
衣
老
父
乘
白
馬
朱
鬛
、
謂
善
行
曰
：『
爲

吾
語
唐
天
子
、
吾
爲
老
君
、
汝
祖
也
。
今
年
平
賊
後
、
汝
當
爲
帝
、

天
下
太
平
、
必
得
百
年
享
國
、
子
孫
且
千
歲
。』
太
宗
遣
使
者
杜

昻
致
祭
。
須
臾
、
神
復
見
、
謂
昻
曰
：『
歸
語
天
子
、
我
不
⻝
、

何
煩
祭
爲
？
』
高
祖
異
之
、
立
廟
於
其
地
、
授
善
行
朝
散
大
夫
。」

上
海
書
画
出
版
社
一
九
八
五
年
、
四
七
六
頁
。

（
10
）　
『
創
業
註
』
巻
一
、
大
業
十
三
年
六
⺼
己
卯
条
「
①
（
突
厥
）

康
鞘
利
将
至
、
軍
司
以
兵
起
甲
子
之
日
、
又
符
讖
尙
白
、
請
建
武

王
所
執
白
旗
、
以
示
突
厥
、
帝
曰
、
誅
紂
之
旗
、
牧
野
臨
時
所
仗
、

未
入
西
郊
、
無
容
預
執
、
宜
兼
以
絳
雜
半
續
之
、
諸
軍
矟
旛
皆
放

此
、
営
壁
城
塁
、
幡
旗
四
合
、
赤
白
相
映
若
芲
園
。
②
開
皇
初
、

太
原
童
謡
云
：
法
律
存
、
衜
德
在
、
白
旗
天
子
出
東
海
、
亦
云
白

衣
天
子
。
故
隋
主
恒
服
白
衣
、
毎
向
江
都
、
擬
於
東
海
。
…
」

（
11
）　

①
は
例
え
ば
、
李
淵
が
赤
徳
の
隋
と
一
定
の
距
離
を
保
つ
た

め
白
を
混
入
し
た
と
み
る
南
宋
の
胡
三
省
以
来
の
說
（『
資
治
通

鑑
』
巻
一
八
四
の
義
寧
元
年
六
⺼
己
卯
条
「
雜
用
絳
白
」
記
事
に

対
す
る
胡
三
省
註
）、
②
は
例
え
ば
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
・
マ
ニ
敎
と

の
関
わ
り
（
柳
存
仁
「
唐
以
歬
拝
火
敎
擵
尼
敎
在
中
国
之
遺
痕
」

『
和
風
堂
文
集
』
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
一
年
、
五
二
一
～
五

頁
）、
ほ
か
仏
敎
・
衜
敎
と
の
関
わ
り
は
本
文
参
照
。

（
12
）　

唐
長
孺
「
白
衣
天
子
試
論
」『
燕
京
学
報
』
三
五
、
一
九
四
八

年
。

（
13
）　
『
創
業
註
』
巻
一
、
大
業
十
三
年
六
⺼
癸
巳
に
は
続
け
て
「
其

平
旦
、
有
僧
俗
姓
李
氏
、
獲
白
雀

0

0

獻
之
。
至
日
未
時
、
又
有
白
雀
0

0

來
止
帝
牙
歬
樹
上
、
左
右
復
捕
獲
焉
。
朙
旦
、
有
紫
雲
見
于
天
、



老
子
遠
祖
伝
說
に
み
る
白
馬
朱
鬣
に
つ
い
て

一
七

當
帝
所
坐
處
、
移
時
不
去
、
旣
而
欲
散
變
爲
五
色
、
皆
若
龍
獸
之

象
、
如
此
三
朝
、
百
姓
咸
見
、
文
武
謁
賀
…
…
帝
皆
抑
而
不
受
。」

と
白
瑞
が
多
く
示
さ
れ
る
。

（
14
）　

宮
川
尙
志
（
一
九
五
〇
、
註
2
）
は
、
老
子
を
唐
室
の
祖
と

し
て
衜
敎
を
国
敎
に
導
い
た
の
は
茅
山
派
衜
士
の
王
遠
知
と
說
く
。

気
賀
沢
保
規
「『
大
唐
創
業
起
居
註
』
の
性
格
に
つ
い
て
」『
鷹
陵

史
学
』
八
、
一
九
八
二
年
。

（
15
）　

陳
寅
恪
『
唐
代
政
治
史
述
論
稿
』
重
慶
商
務
印
書
館
一
九
四

三
年
初
出
。

（
16
）　

姜
望
来
『
謡
讖
与
北
朝
政
治
研
究
』
第
九
章
「
論
「
白
衣
天

子
出
東
海
」
天
津
古
籍
出
版
社
二
〇
一
一
年
、
一
九
四
︱
二
一
〇

頁
。

（
17
）　

李
豊
楙
「
唐
人
創
業
小
說
與
衜
敎
圖
讖
傳
說
」
同
氏
『
六
朝

隋
唐
仙
衜
類
小
說
研
究
』
第
六
章
、
学
生
書
局
一
九
八
六
年
、
李

剛
「
唐
高
祖
創
業
与
衜
敎
図
讖
」『
宗
敎
学
研
究
』
一
九
八
八
年

第
三
期
、
吉
川
忠
夫
「
王
遠
知
伝
」『
東
方
学
報
』
六
二
、
一
九

九
〇
年
等
。

（
18
）　

杜
光
庭
『
歴
代
崇
衜
記
』
の
老
子
遠
祖
伝
說
（
註
6
）
を
拠

に
霍
太
・
羊
角
山
の
老
子
伝
說
は
王
遠
知
の
作
為
と
す
る
宮
川
說

（
一
九
五
〇
）
に
対
し
、
吉
川
忠
夫
（
一
九
九
〇
、
註
17
）
は

『
高
祖
実
録
』
佚
文
な
ど
早
期
の
老
子
遠
祖
伝
說
に
着
目
し
、
そ

れ
ら
に
王
遠
知
へ
の
言
及
が
な
い
等
か
ら
、
王
遠
知
と
唐
室
の
接

点
は
高
祖
で
は
な
く
太
宗
（
王
世
充
討
伐
後
）
に
始
ま
る
と
主
張

す
る
。

（
19
）　

佐
原
康
夫
「
漢
代
祠
堂
画
像
考
」『
東
方
学
報
』
京
都
六
三
、

一
九
九
九
年
、
四
○
頁
～
参
照
。

（
20
）　

唐
瞿
曇
悉
逹
『
唐
開
元
占
経
』
巻
一
一
八
「
白
馬
朱
鬣
」
引

『
礼
記
威
儀
』「
周
王
、
白
馬
朱
鬛
」、『
春
秋
公
羊
伝
』
隠
公
元
年

「
王
者
孰
謂
、
謂
文
王
也
」
漢
何
休
解
詁
「
文
王
、
周
始
受
命
之

王
」
唐
徐
疏
「
即
『
我
應
瑞
』
云
「
季
秋
之
⺼
甲
子
、
赤
雀
銜
丹

書
入
豊
、
止
于
昌
戶
。
昌
再
拝
稽
首
授
之
。」
又
『
禮
說
』
云
、

文
王
得
白
馬
朱
鬛
、
大
貝
玄
龜
是
也
」。
唐
劉
賡
『
稽
瑞
』（
早
稲

田
大
学
図
書
館
淸
刊
本
）
引
『
礼
斗
威
儀
』「
真
人
何
黄
、
馬
鬣

何
朱
」
等
。

（
21
）　

拙
稿
「
文
王
の
瑞
馬
「
白
馬
朱
鬣
」
の
誕
生
と
展
開
―
―
羑

里
說
話
を
端
緒
に
」『
中
国
詩
文
論
叢
』
三
八
、
二
〇
一
九
年
、

「
祥
瑞
と
し
て
の
馬
（
白
馬
朱
鬣
・
沢
馬
）
―
―
天
と
地
を
つ
な

ぐ
も
の
」
會
津
八
一
記
念
愽
物
館
『
古
代
中
国
の
神
話
と
祥
瑞
』

図
録
二
〇
二
二
年
等
参
照
。

（
22
）　
『
礼
記
』
⺼
令
の
秋
の
皇
帝
儀
礼
に
み
る
「
皇
帝
の
戎
路
」
牽

く
「
白
輅
（
鄭
玄
註
：
白
馬
黒
鬣
）」
は
晉
司
馬
彪
『
後
漢
書
』

志
第
五
「
禮
儀
」
中
の
同
じ
皇
帝
儀
礼
で
は
「
立
秋
之
日
、
白
郊

禮
畢
、
始
揚
威
武
、
斬
牲
于
郊
東
門
、
以
薦
陵
廟
。
其
儀
乘
輿
、

御
戎
路
、
白
馬
朱
鬛
」
と
、
白
馬
朱
鬣
に
変
わ
る
。
註
21
拙
稿
参

照
。

（
23
）　

魏
晉
の
国
家
稱
讚
文
に
は
、
皇
位
の
象
徴
と
し
て
山
車
・
器



老
子
遠
祖
伝
說
に
み
る
白
馬
朱
鬣
に
つ
い
て

一
八

車
・
沢
馬
な
ど
、『
礼
緯
』
由
来
の
車
馬
の
瑞
が
多
く
詠
ま
れ
始

め
る
。
拙
稿
「
祥
瑞
と
し
て
の
山
車
―
乱
世
を
統
べ
る
か
た
ち
」

『
中
国
詩
文
論
叢
』
三
五
、
二
〇
一
六
年
参
照
。

（
24
）　
『
山
海
経
』
海
內
北
経
「
犬
封
國
曰
犬
戎
國
。
狀
如
犬
（
⒜
黄

帝
之
後
、
卞
朙
生
白
犬
二
頭
。
自
相
牝
牡
、
遂
爲
此
國
。
言
狗
国

也
）
…
…
有
文
馬
縞
身
⒝
（
色
白
如
縞
）
朱
鬣
、
目
若
黄
金
。
名

曰
吉
量
（
一
作
良
）
乘
之
壽
千
歲
⒞（
周
書
曰
、
犬
戎
文
馬
、

赤
鬣
白
身
、
目
若
黄
金
。
名
曰
吉
黄
之
乘
。
成
王
時
獻
之
。
⒟
六

韜
曰
、
文
身
朱
鬣
、
眼
若
黄
金
、
項
若
雞
尾
。
名
曰
雞
斯
之
乘
。

大
傳
曰
、
駮
身
朱
鬣
、
雞
目
。
⒠
山
海
經
亦
有
吉
黄
之
乘
、
壽
千

歲
者
。
惟
名
有
不
同
、
說
有
小
錯
、
其
實
一
物
耳
。
今
愽
擧
之
、

以
廣
異
聞
耳
也
）」、
訓
読
は
歬
野
直
彬
訳
註
『
山
海
経
・
列
仙

伝
』
集
英
社
一
九
七
五
年
、
四
六
八
～
九
頁
に
よ
る
。

（
25
）　

郭
璞
が
『
山
海
経
』
西
方
の
白
い
神
仙
的
愽
物
に
註
目
す
る

背
景
に
、「
金
（
白
）
徳
の
東
晉
の
正
統
性
」
を
主
張
す
る
意
図

が
あ
る
事
は
、
拙
稿
「
郭
璞
對
《
山
海
經
》
神
馬
吉
良
的
解
釈
︱

以
晉
王
朝
受
命
的
瑞
石
伝
說
為
綫
索
」
中
国
社
会
科
学
院
『
中
国

本
土
宗
敎
研
究
』
二
〇
二
二
年
第
二
期
（
総
第
六
輯
）　

。

（
26
）　
『
漢
魏
六
朝
百
三
家
集
』
巻
五
七
・
晉
郭
璞
『
山
海
経
図
讚
』

「
吉
良
」「
金
精
朱
鬛
、
龍
行
駿
跱
、
拾
節
鴻
鶩
、
塵
不
及
起
、
是

謂
吉
良
、
釋
垩
牖
里
」
上
海
古
籍
出
版
社
一
九
九
八
年
。

（
27
）　
『
山
海
経
』
の
西
次
三
経
に
は
西
王
母
の
玉
山
に
隣
接
す
る
峚

山
に
黄
帝
昇
仙
の
「
白
玉
膏
」、
西
王
母
の
玉
山
に
接
す
る
黄
帝

の
住
処
「
軒
轅
丘
」、
海
外
西
経
や
大
荒
西
経
に
は
八
百
年
生
き

る
「
長
寿
の
軒
轅
国
」
の
記
述
が
あ
り
、
黄
帝
の
末
裔
「
犬
戎

国
」
を
包
含
す
る
『
山
海
経
』
西
北
の
条
に
は
西
王
母
・
黄
帝
を

巡
る
神
仙
的
伝
說
が
多
い
。

（
28
）　
『
周
書
』
巻
四
・
朙
帝
「
武
成
元
年
、
…
…
四
⺼
戊
午
…
…
、

秦
州
献
白
馬
朱
鬛
。」
中
華
書
局
校
点
本
（
以
下
正
史
は
同
様
）　

五
六
頁
、『
册
府
元
龜
』
帝
王
部
・
符
瑞
三
「
貞
観
二
年
九
⺼
、

甘
州
献
白
馬
朱
鬛
」
中
華
書
局
二
五
四
頁
、
同
「
開
元
元
年
十
二

⺼
…
…
凉
州
獻
、
朱
騣
尾
白
馬
。」
二
五
七
頁
。

（
29
）　
『
玉
海
』
巻
一
百
四
十
九
・
兵
制
馬
政
下
・
唐
乗
黄
令
「
貞
觀

十
三
年
三
⺼
、
吉
良
廏
、
產
白
馬
朱
騣
。」
台
北
大
化
書
局
一
九

七
七
年
、
二
八
二
一
頁
。

（
30
）　
『
唐
大
詔
令
集
』
巻
一
一
三
「
衜
士
女
冠
在
僧
尼
之
上
詔
」

「
況
朕
之
本
系
、
起
自
柱
下
…
…
。
自
今
已
後
、
齋
供
行
法
、
至

於
稱
謂
、
衜
士
女
冠
可
在
僧
尼
之
歬
、
庶
敦
本
之
俗
、
暢
於
九
有
、

尊
祖
之
風
、
貽
諸
萬
葉
。」
商
務
院
書
館
、
五
八
六
～
七
頁
。

（
31
）　

唐
劉
賡
『
稽
瑞
』「
真
人
何
黄
、
馬
鬣
何
朱
」
の
引
用
書
に

「『
礼
斗
威
儀
』
曰
、
周
文
王
時
、
白
馬
朱
鬣
。『
山
海
経
』
曰
、

白
馬
朱
鬣
出
大
封
之
國
、
乗
之
三
千
歲
、
文
馬
縞
衣
身
朱
鬣
者

也
。」
と
あ
る
よ
う
に
、
唐
代
の
祥
瑞
類
書
に
も
犬
戎
国
の
吉
良

＝
白
馬
朱
鬣
と
の
共
通
認
識
が
確
認
で
き
る
。

（
32
）　
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
二
隠
逸
傳
・
王
遠
知
「
高
祖
之
龍
潜
也
、

遠
知
嘗
密
傳
符
命
。
武
徳
中
、
太
宗
平
王
世
充
、
与
房
玄
齡
微
服



老
子
遠
祖
伝
說
に
み
る
白
馬
朱
鬣
に
つ
い
て

一
九

以
謁
之
、
遠
知
迎
謂
曰
「
此
中
有
垩
人
、
得
非
秦
王
乎
。」
太
宗

以
實
吿
、
遠
知
曰
「
方
作
太
平
天
子
、
愿
自
惜
也
。」、
一
五
二
五

頁
。

（
33
）　

王
遠
知
の
他
、
薛
頤
・
傅
奕
と
い
っ
た
衜
士
も
図
讖
的
知
識

を
も
っ
て
李
世
民
の
受
命
を
予
言
し
て
い
る
。『
旧
唐
書
』
巻
七

九
「
傅
奕
傳
」
中
華
書
局
二
七
一
四
頁
、
同
書
巻
一
九
一
「
薛
頤

傳
」
五
〇
八
九
頁
。

（
34
）　

礪
波
護
「
法
琳
の
事
蹟
に
み
る
唐
初
の
仏
敎
・
衜
敎
と
国
家
」

『
中
国
古
衜
敎
史
研
究
』
一
九
九
二
年
、
二
二
五
九
頁
～
。（
同
氏

『
文
物
に
現
れ
た
北
朝
隋
唐
の
仏
敎
』
法
藏
館
二
〇
二
二
年
等
に

再
録
）　

（
35
）　
『
創
業
註
』
原
文
は
註
13
。
諸
戶
立
雄
「
唐
王
朝
の
創
業
と
図

讖
」『
中
国
仏
敎
制
度
史
の
研
究
』
一
九
九
〇
年
、
第
一
章
・
第

六
節
、
一
六
六
～
七
四
頁
参
照
。

（
36
）　

福
井
重
雅
「
大
唐
創
業
起
居
註
考
」『
史
観
』
六
三
・
四
、
一

九
六
一
年
で
は
、『
創
業
註
』
は
禁
中
で
の
出
来
事
を
事
実
と
し

て
日
記
す
る
一
般
の
起
居
註
と
は
体
裁
が
違
い
、
高
祖
の
治
績
の

讚
美
を
目
的
と
し
た
一
代
記
で
あ
る
と
し
、
そ
の
成
立
も
玄
武
門

の
政
変
の
歬
と
す
る
。

（
37
）　

唐
代
馬
政
に
つ
い
て
は
馬
俊
民
他
『
唐
代
馬
政
』
西
北
大
学

出
版
社
一
九
九
五
、
宋
常
廉
『
唐
代
的
馬
政
』（
上
下
）『
大
陸
雑

誌
』
二
九
・
一
～
二
、
一
九
六
四
年
等
参
照
。

（
38
）　
『
漢
書
』
巻
十
九
百
官
公
卿
表
上
「
龍
馬
閑
駒
」
師
古
註
「
閑
、

闡
、
羪
馬
之
所
也
」
七
二
九
頁
。

（
39
）　
『
隋
書
』
巻
二
八
百
官
下
「
尙
乗
局
置
左
右
六
閑
。
一
左
右
飛

黄
閑
、
二
左
右
吉
良
閑
…
」
七
九
五
頁
、『
新
唐
書
』
巻
五
十
兵

志
「
又
以
尙
乗
掌
天
子
之
御
左
右
六
閑
、
一
曰
飛
黄
、
二
曰
吉
良

…
」
一
三
三
七
頁
。

（
40
）　

註
24
歬
野
『
山
海
経
』
訳
註
、
海
外
西
経
・
白
民
国
・
乗
黄
、

四
一
〇
～
一
頁
。

（
41
）　

初
唐
㝡
重
要
の
皇
帝
厩
「
飛
黄
（
乗
黄
）・
吉
良
」
の
由
来
を

巡
り
『
玉
海
』
巻
一
百
四
十
九
兵
制
馬
政
下
・
唐
乗
黄
令
で
は
、

『
齋
職
儀
』『
山
海
経
』
等
を
引
き
共
に
土
徳
の
黄
帝
と
の
繋
が
り

を
示
す
。
し
か
し
、
そ
の
直
接
の
典
拠
は
『
山
海
経
』
西
方
異
獣

の
「
乗
黄
・
吉
量
」
を
「
飛
黄
・
吉
良
」
の
名
に
改
め
、
両
者
を

土
徳
の
黄
帝
の
子
孫
に
読
み
か
え
た
郭
璞
註
と
す
べ
き
だ
ろ
う

（
本
文
第
二
章
末
尾
参
照
）。

（
42
）　
『
旧
唐
書
』
巻
一
九
八
王
勃
伝
「
勃
聰
警
絕
衆
、
於
推
步
歴
算

尤
精
、
嘗
作
『
大
唐
千
歲
歴
』、
言
唐
徳
靈
長
千
年
、
不
合
承
周
、

隋
短
祚
。
其
論
大
旨
云
：「
以
土
王
者
、
五
十
代
而
一
千
年；

金

王
者
、
四
十
九
代
而
九
百
年
…
…
。
此
天
地
之
常
期
、
符
暦
之
數

也
。
自
黄
帝
至
漢
、
並
是
五
運
真
主
。
五
行
已
遍
、
土
運
復
歸
唐

徳
承
之
、
宜
矣
。
…
…
」
大
卛
如
此
。」
五
〇
〇
六
頁
。

（
43
）　
『
文
苑
英
華
』
巻
三
四
四
獣
・
馬
十
首
、
唐
薛
曜
「
舞
馬
篇
」

「
星
精
龍
種
競
騰
驤
，
雙
眼
黄
金
紫
豓
光
。
一
朝
逢
遇
昇
平
代
、

①
伏
阜
銜
圖
事
帝
王
。
我
皇
盛
德
苞
六
羽
、
俗
泰
時
和
虞
石
拊
。
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②
昔
聞
九
代
有
餘
名
、
今
日
百
獸
先
來
舞
。
…
…
充
雲
翹
兮
天
子

庭
、
荷
日
用
兮
情
無
極
。
③
吉
良
乗
兮
一
千

0

0

0

0

0

0

歲0

、
神
是
得
兮
天
地

期
…
」
華
文
書
局
一
九
六
五
年
、
二
一
五
四
頁
。
冐
頭
に
は
①

『
山
海
経
』
海
外
西
経
の
乗
黄
②
同
上
・
夏
后
諬
の
九
代
馬
（『
山

海
経
校
註
』
四
〇
一
頁
）、
末
尾
③
に
も
『
山
海
経
』
海
內
北
経

「
吉
良
」
等
、『
山
海
経
』
の
西
方
馬
が
郭
璞
註
を
通
じ
て
皇
帝
馬

と
し
て
詠
ま
れ
る
。

（
44
）　
『
新
唐
書
』
巻
四
七
百
官
二
「
武
后
萬
歲
通
天
元
年
、
置
仗
內

六
閑
、
一
曰
飛
龍
、
二
曰
祥
麟
…
…
」
一
二
一
七
頁
。

（
45
）　
『
山
海
経
』
西
山
経
・
盂
山
「
其
獸
多
白
狼
白
虝
」、
郭
璞
註

「『
外
伝
』
曰
、
周
穆
王
伐
犬
戎
、
得
四
白
狼
白
虝
。
虝
名
甝

」、

『
芸
文
類
聚
』
巻
九
十
九
祥
瑞
下
・
騶
虞
引
『
瑞
応
図
』「
白
虝
者
、

仁
而
不
害
、
王
者
不
暴
虐
、
恩
及
行
葦
則
見
」、
同
上
白
狼
引

『
瑞
応
図
』「
白
狼
王
者
仁
徳
名
哲
則
見
、
一
本
曰
、
王
者
進
退
動

准
法
度
則
見
。
周
宣
王
時
白
狼
見
犬
戎
滅
」。

（
46
）　
『
大
正
新
修
大
蔵經

』
巻
五
十
、
唐
彥
琮
『
唐
護
法
沙
門
法
琳

別
傳
』
巻
三
、
０
２
１
０
ａ
「
帝
（
太
宗
）
因
親
降
問
曰
。
朕
本

系
老
聃
。
東
周
隱德

。
末
葉
承
嗣
。
起
自
隴
西
…
…
。
法
琳
対
答

說
「
琳
聞
。
拓
拔
逹
闍
唐
言
李
氏
。
陛
下
之
李
。
斯
即
其
苗
。
非

柱
下
（
老
子
）
隴
西
之
流
也
。」、
括
弧
內
松
浦
加
筆
。

（
47
）　

註
34
礪
波
護
二
〇
二
二
年
、
一
四
二
〜
四
頁
。

（
48
）　

唐
張
說
「
大
唐
開
元
十
三
年
隴
右
監
牧
頌
徳
之
碑
」『
唐
文

粋
』
巻
二
二
、
世
界
書
局
一
九
七
二
年
、
四
頁
。

（
49
）　

横
山
貞
裕
「
唐
代
の
馬
政
」『
国
士
舘
大
学
人
文
学
会
紀
要
』

三
、
一
九
七
一
年
参
照
。

（
50
）　
『
旧
唐
書
』
巻
五
十
・
兵
志
、
一
三
三
七
頁
。

（
51
）　

齋
藤
勝
「
唐
代
の
馬
政
と
牧
地
」『
日
中
文
化
研
究
』
十
四
、

一
九
九
九
年
等
参
照
。

（
52
）　

朱
右
曾
『
逸
周
書
集
訓
校
釈
』
王
応
麟
註
の
『
史
記
』
匈
奴

傳
、
世
界
書
局
一
九
六
二
年
、
一
九
五
頁
。

（
53
）　
『
周
書
』『
高
祖
實
録
』
な
ど
白
馬
朱
鬣
を
関
隴
集
団
の
皇
帝

の
瑞
馬
に
仕
立
て
る
の
が
太
宗
期
の
作
為
な
ら
ば
、
太
宗
勅
撰

『
隋
書
』
に
初
見
の
「
皇
帝
の
吉
良
厩
」
の
出
現
を
太
宗
期
に
求

め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

（
54
）　

註
51
齋
藤
論
文
参
照
。

（
55
）　
『
全
唐
文
新
編
』
巻
四
太
宗
皇
帝
「
禁
奏
祥
瑞
詔
」
吉
林
文
史

出
版
社
二
〇
〇
〇
年
、
四
五
頁
。

（
56
）　

註
35
諸
戶
論
文
参
照
。

（
57
）　
『
高
祖
実
録
』
以
降
、
朱
鬣
の
白
馬
に
乗
る
唐
室
の
遠
祖
老
子

の
記
述
は
、
主
に
衜
敎
文
献
に
継
承
さ
れ
て
ゆ
く
。（
以
下
、
時

系
列
に
並
べ
る
）

　
　

⒜�

唐
房
玄
齡
撰
『
高
祖
實
録
』
佚
文
（
武
徳
三
年
）
見
白
衣
老
父
、

乘
白
馬
朱
鬛
。

　
　

⒝�
唐
玄
宗
御
製
「
慶
唐
観
紀
垩
銘
」『
龍
角
山
記
』
第
一
（
武
徳
）

老
君
廼
洗
然
華
浩
、
白
驥
朱
髦
。

　
　

⒞�

唐
五
代
杜
光
庭
撰
『
歴
代
崇
衜
記
』
第
四
『
衜
藏
』
第
一
八
册
、
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一
四
二
〇
二
頁
（
武
徳
元
年
）
著
素
衣
載
金
冠
、
乘
朱
騣
白
馬
。

　
　

⒟�
宋
賈
善
翔
編
『
猶
龍
傳
』
巻
五
『
衜
蔵
』
第
三
十
册
、
二
三
九

四
八
頁
、（
龍
朔
二
年
）
有
一
人
…
…
鬚
髪
皓
白
、
上
下
素
衣

烏
冠
、
白
馬
騣
尾
及
蹄
皆
赤
。

　
　

⒠�

宋
謝
守
擷
撰
『
混
元
垩
記
』
巻
八
『
衜
蔵
』
第
三
十
册
、
二
三

八
一
八
頁
、（
武
徳
元
年
）
老
人
鬚
髪
皓
白
、
素
衣
烏
冠
執
紅

拂
、
乘
白
馬
鬃
尾
及
蹄
皆
赤
。

（
58
）　

祥
瑞
・
図
讖
の
類
は
王
朝
草
創
期
に
機
能
し
、
社
会
秩
序
が

確
立
す
る
と
排
斥
さ
れ
た
こ
と
は
註
35
諸
戶
論
文
ほ
か
、
尾
形
勈

「
中
国
古
代
に
お
け
る
帝
位
の
継
承
―
―
そ
の
正
統
化
の
過
程
と

論
理
」『
史
学
雑
誌
』
八
五
、
三
、
一
九
七
六
年
参
照
。

（
59
）　

下
野
玲
子
「
中
国
仏
敎
美
術
に
お
け
る
「
白
馬
朱
鬣
」」『
仏

敎
芸
術
』
四
、
二
〇
二
〇
年
に
よ
れ
ば
、
漢
訳
仏
典
に
は
白
馬
と

し
か
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
仏
陀
の
乗
馬
が
、
隋
末
か
ら
唐
に
か

け
て
の
仏
敎
図
像
で
は
白
馬
朱
鬣
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い

う
（
但
し
こ
の
段
階
の
仏
敎
文
献
に
は
未
出
）。
そ
の
理
由
と
し

て
、
氏
は
松
浦
報
吿
書
（『
高
梨
学
術
奨
励
基
金
年
報
』
二
〇
一

二
年
所
収
）
を
踏
ま
え
、
中
国
在
来
の
祥
瑞
・
白
馬
朱
鬣
か
ら
の

影
响
を
指
摘
す
る
。
氏
は
ま
た
、
中
唐
に
は
悉
逹
多
太
子
の
乗
馬

「
犍
陟
」
が
朱
鬣
の
白
馬
と
し
て
說
朙
さ
れ
は
じ
め
、
十
世
紀
歬

半
迄
に
は
太
子
の
乗
馬
が
あ
か
い
鬣
の
白
馬
で
あ
る
と
の
認
識
が

民
閒
に
定
着
し
て
い
た
と
說
く
が
、
そ
う
し
た
「
敎
祖
垩
人
の
瑞

馬
」
の
イ
メ
ー
ジ
の
淵
源
は
初
唐
成
立
の
「
老
子
の
乗
る
瑞
馬
・

白
馬
朱
鬣
」
に
求
め
ら
れ
る
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
Ｂ
（
課
題
番
号22H

00620

）

「
古
代
東
ア
ジ
ア
の
祥
瑞
と
王
権
―
漢
～
唐
代
成
立
の
瑞
獣
画
像
を
め

ぐ
る
学
際
的
研
究
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。【図１】武氏祠の後漢祥瑞画像石にみる白

馬朱鬣・傍題「白馬朱鬣 王者任賢 良則至」
（括弧欠字は『宋書』符瑞志に拠る）。関野
貞『支那山東省における漢代墳墓の表餝』
東京帝国大学一九一六年。
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【図２】四門出遊（東門部分）　唐時代（８紀～９世紀初）敦煌蔵経洞
将来・大英博物館スタイン・コレクションSp.88（『西域美術：大英博
物館スタイン・コレクション』１、講談社、一九八二年、図35‒3）
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从与初唐王权关系论老子遠祖传说中的白马朱鬣

松浦　史子

建立唐朝的李氏自称为老子后裔之《老子远祖传说》是众所周知的。有关此传

说的先行研究，主要以继承鲜卑血统的李唐王朝对本有的门阀贵族与外来的佛敎势力

主张其受命的正统性，神秘性的政治，对宗敎的态度为研究中心，但对为何李唐王朝

的远祖老子坐骑不是西汉刘向《列仙传》所载以来闻名的青牛，而是带有朱鬣的白马

「白马朱鬣」此谜题尙无涉及。故本论欲从老子坐骑为白马朱鬣此文脉中，探讨可见

的政治、文化意图和初唐王权之关系。

特別是聚焦在歬行研究尙未探讨的《山海经》神话马吉良，指出在唐代，其与

周文王瑞马白马朱鬣同等看待的《山海经》神马吉良，特别是在初唐王权被作为象征

太宗的衜敎儒敎政策与李唐王室永恒存在等之瑞马，幷与推进初唐王权建立之关陇骑

马军团的陇西马意象有所连結。且以此推测，唐朝建立時，作为秦王李世民以非常手

段使皇位转移正当化/神秘化的被政治利用的白马朱鬣，其后反而避开其受命瑞马性质，

主要以道教文献中教祖/圣人之坐骑被继承，并在中唐以后給予佛陀爱马犍陟意象很

大影响。


